
(様式第 10)

番 ２１-７５７ 号

令和 ３年１０月 ２日

厚生労働大臣 殿

学校法人 帝 京 大 学

開設者名 理事長 冲永 佳史

帝京大学医学部附属病院の業務に関する報告について

標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和 2 年度の業務に関して報告します。

記

1 開設者の住所及び氏名

住 所 〒173-8605 東京都板橋区加賀2-11-1

氏 名 学校法人 帝京大学

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。

2 名 称

帝京大学医学部附属病院

3 所在の場所

〒173-8606

東京都板橋区加賀2-11-1 電話(03)3964－1211㈹

4 診療科名

4-1 標榜する診療科名の区分

○1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜

(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2 標榜している診療科名

(1)内科

内科 ○有 ・ 無

内科と組み合わせた診療科名等

1呼吸器内科 2消化器内科 ○3 循環器内科 4腎臓内科

○5 脳神経内科 6血液内科 7内分泌内科 8代謝内科

9感染症内科 10アレルギー疾患内科またはアレルギー科 11リウマチ科

診療実績

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。

2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。

(2)外科



外科 ○有 ・ 無

外科と組み合わせた診療科名

○1 呼吸器外科 ○2 消化器外科 3乳腺外科 4心臓外科

5血管外科 ○6 心臓血管外科 7内分泌外科 ○8 小児外科

診療実績

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名

○1 精神科 ○2 小児科 ○3 整形外科 ○4 脳神経外科 ○5 皮膚科 ○6 泌尿器科 ○7 産婦人科

8産科 9婦人科 ○10 眼科 ○11 耳鼻咽喉科 ○12 放射線科 13放射線診断科

14放射線治療科 ○15 麻酔科 ○16 救急科

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

(4)歯科

歯科 ○有 ・ 無

歯科と組み合わせた診療科名

○1 小児歯科 ○2 矯正歯科 ○3 口腔外科

歯科の診療体制

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名

1 緩和ケア内科 2 腫瘍内科 3 形成外科 4 病理診断科 5 リハビリテーション科 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 21

(注) 標榜している診療科名について記入すること。

5 病床数

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計

47床 床 床 床 1,031床 1,078床



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

職 種 常 勤 非常勤 合 計 職 種 員 数 職 種 員 数

医 師 481人 1.64人 482.6人 看 護 補 助 者 7人 診療エックス線

技師

人

歯 科 医 師 8人 0.14人 8.1人 理 学 療 法 士 27人 臨床

検査

臨床検査技

師

83人

薬 剤 師 77人 0.525人 77.5人 作 業 療 法 士 8人 衛生検査技

師

人

保 健 師 人 人 人 視 能 訓 練 士 11人 そ の 他 人

助 産 師 57人 0.6人 57.6人 義 肢 装 具 士 人 あん摩マッサージ指圧師 人

看 護 師 1144人 6.4人 1150.4人 臨 床 工 学 士 21人 医療社会事業従

事者

7人

准 看 護 師 0人 人 人 栄 養 士 人 その他の技術員 18人

歯科衛生士 5人 人 5人 歯 科 技 工 士 人 事 務 職 員 175人

管理栄養士 9人 人 9人 診療放射線技師 53人 その他の職員 5人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。

3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

7 専門の医師数

専門医名 人 数 専門医名 人 数

総合内科専門医 53 人 眼 科 専 門 医 11 人

外 科 専 門 医 37 人 耳鼻咽喉科専門医 11 人

精 神 科 専 門 医 9 人 放射線科専門医 3 人

小 児 科 専 門 医 19 人 脳神経外科専門医 10 人

皮 膚 科 専 門 医 9 人 整形外科専門医 29 人

泌尿器科専門医 7 人 麻 酔 科 専 門 医 23 人

産婦人科専門医 13 人 救 急 科 専 門 医 28 人

合 計 262 人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

管理者名（ 坂本 哲也 ） 任命年月日 平成 28 年 4 月 1 日

別紙 1 参照





9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

１日当たり平均入院患者数 640.3人 2.3人 642.6人

１日当たり平均外来患者数 1,383.5人 37.4人 1,420.9人

１日当たり平均調剤数 1479.6 剤

必要医師数 149.21人

必要歯科医師数 1人

必要薬剤師数 19人

必要（准）看護師数 372人

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。

3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。

4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。

5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

10 施設の構造設備

施 設 名 床面積 主要構造 設 備 概 要

集中治療室 1,504.53

m 2

（１人当たり

25.1 m 2）

病 床 数 60 床 心 電 計 有・無

人工呼吸装置 有・無 心細動除去装置 有・無

その他の救急蘇生装置 有・無 ペースメーカー 有・無

無菌病室等 ［固定式の場合］ 床面積 178.86 m 2 病床数 12 床

［移動式の場合］ 台 数 2 台

医 薬 品

情報管理室

［専用室の場合］ 床 積 30.81 m 2

［共用室の場合］ 共用する室名

化学検査室 19.29m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ （主な設備）低温恒温器,中央実験台,ｷｭｰﾘｰﾒｰﾀ

細菌検査室 140.60m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ （主な設備）全自動細菌検査装置,生物顕微鏡,安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

病理検査室 264.05m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ （主な設備）ﾐｸﾛﾄｰﾑ,自動固定包埋装置,顕微鏡

病理解剖室 74.58m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ （主な設備）解剖台,臓器撮影台,臓器固定水洗槽

研 究 室 3,067.52

m 2

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ （主な設備）ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ等

講 義 室 488.90m 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 室数 13 室 収容定員 260 人

図 書 室 3,020.73

m 2

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 室数 2 室 蔵 書 数 235,000 冊程度

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

紹 介 率 92.2％ 逆 紹 介 率 67.0％

算

出

根

拠

Ａ：紹 介 患 者 の 数 17,536人

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 16,152人

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数 4,850人

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数 24,091人

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。

2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を

付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

寺尾 壽夫 東京都医師国

保組合議員

脳神経内科医

師

○ ・医療に係る安全管理に関す

る識見を有する者

・脳神経内科医師として医療

に造詣が深いため

有・○無 1

秦 奈峰子 太田・佐藤法律

事務所

弁護士・医師

・医療に係る安全管理及び法

律に関する識見を有する者

・医師と弁護士の資格を持ち

医療と法律双方を理解され

ているため

有・○無 1

森 唯章 当院の患者代

表

・医療を受ける者その他の医

療従事者以外の者

・当院に通院されている患者

を代表して

有・○無 2

川村 雅文 帝京大学医学

部長

・当院での臨床経験がある中

立的な評価ができる立場に

ある者

・医学部を統括する者として

○有 ・無 3

有・無

有・無

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無 ○有 ・無

委員の選定理由の公表の有無 ○有 ・無

公表の方法

病院ホームページに公表



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

無し

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

別紙 ２ 参照

（様式第2）





3 その他の高度の医療

医療技術名 ダビンチ支援下膵尾側切除術 取扱患者数 10人

当該医療技術の概要

以前より腹腔鏡下膵尾側切除を施行していたが、その技術を応用してダビンチを利用して膵尾側切除を施行する。

医療技術名 ダビンチ支援下ヘルニア根治術 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 胃癌腹膜播種に対する腹腔内化学療法 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 Tranjsugular Intrapepatic Portosystemic Shunt（TIPS) 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 胸管（リンパ管）塞栓 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 PLE(蛋白漏出性胃腸症）に対する塞栓術 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

以前は前方アプローチで施行していたヘルニア根治術を、膵尾側切除で培ったダビンチ支援手術の技術を応用して、ダビ
ンチ支援下にヘルニア根治術を施行する。

胃癌腹膜播種に対しては経口・静脈投与による全身化学療法が標準的であるが、腹腔内に抗がん剤を注入する腹腔内化
学療法も一定の効果があることが知られている。

難治性腹水や、内視鏡治療やIVRでの治療が不応の食道胃静脈瘤に対して、下大静脈と門脈系を直接短絡させる手技。
技術的にも難しいことから、国内で技術的にも、実施可能施設が乏しく帝京大学で施行した。尚、国内で定期的に実施して
いる施設は本校のみである。

乳び胸水を代表とするリンパ漏に対して、これまで直視下に胸管結紮を行ってきたが、血液と異なり、リンパ液は、透明であり
治療成績は十分なものではない。我々は、リンパ路を造影剤で描出し直接胸管を穿刺し、経皮的に塞栓術を行った。これま
では、外傷性乳糜胸水や、特発性乳糜胸水症例に対して実施していたが、今年度は新たに乳糜心嚢液症例に対して実施
し良好な経過を辿っている。

Fontan術後合併症で、特に蛋白漏出性胃腸症はこれまで保存的治療が行われ、限界とされてきたが、2018年に本邦で初
めて当科で肝臓内リンパ管塞栓術を施行した。2019年度にも１名に実施し良好な成績を挙げている。この手技は、肝臓内の
リンパ管をエコーガイドで穿刺し、液状塞栓物質であるヒストアクリルを用いて塞栓するものである。これにより、消化管から漏
れていたリンパ液を止血している。

（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 5 56 クッシング病 5
2 筋萎縮性側索硬化症 31 57 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 17
3 脊髄性筋萎縮症 2 58 下垂体前葉機能低下症 44
4 進行性核上性麻痺 10 59 サルコイドーシス 38
5 パーキンソン病 90 60 特発性間質性肺炎 20
6 大脳皮質基底核変性症 5 61 肺動脈性肺高血圧症 1
7 シャルコー・マリー・トゥース病 2 62 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 4
8 重症筋無力症 123 63 リンパ脈管筋腫症 1
9 多発性硬化症／視神経脊髄炎 72 64 網膜色素変性症 26

10
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
47 65 バッド・キアリ症候群 2

11 封入体筋炎 3 66 特発性門脈圧亢進症 1
12 多系統萎縮症 9 67 原発性胆汁性肝硬変 43
13 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 23 68 原発性硬化性胆管炎 14
14 ライソゾーム病 4 69 自己免疫性肝炎 22
15 副腎白質ジストロフィー 1 70 クローン病 106
16 ミトコンドリア病 6 71 潰瘍性大腸炎 197
17 もやもや病 29 72 好酸球性消化管疾患 3
18 HTLV-1関連脊髄症 1 73 全身型若年性特発性関節炎 1
19 全身性アミロイドーシス 6 74 先天性ミオパチー 2
20 遠位型ミオパチー 1 75 筋ジストロフィー 11
21 神経線維腫症 10 76 アイザックス症候群 1
22 天疱瘡 10 77 前頭側頭葉変性症 1
23 膿疱性乾癬（汎発型） 30 78 限局性皮質異形成 1
24 高安動脈炎 10 79 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1
25 巨細胞性動脈炎 7 80 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 9
26 結節性多発動脈炎 10 81 マルファン症候群 2
27 顕微鏡的多発血管炎 30 82 ウィルソン病 4
28 多発血管炎性肉芽腫症 15 83 無脾症候群 1
29 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 29 84 プラダー・ウィリ症候群 1
30 悪性関節リウマチ 9 85 急速進行性糸球体腎炎 4
31 バージャー病 2 86 一次性ネフローゼ症候群 60
32 原発性抗リン脂質抗体症候群 4 87 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1
33 全身性エリテマトーデス 233 88 紫斑病性腎炎 1
34 皮膚筋炎／多発性筋炎 76 89 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1
35 全身性強皮症 59 90 オスラー病 1
36 混合性結合組織病 22 91 副甲状腺機能低下症 1
37 シェーグレン症候群 33 92 タンジール病 1
38 成人スチル病 18 93 脳腱黄色腫症 1
39 再発性多発軟骨炎 4 94 脂肪萎縮症 1
40 ベーチェット病 171 95 家族性地中海熱 1
41 特発性拡張型心筋症 19 96 強直性脊椎炎 9
42 肥大型心筋症 6 97 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1
43 再生不良性貧血 24 98 後天性赤芽球癆 1
44 自己免疫性溶血性貧血 4 99 ＩｇＧ４関連疾患 9
45 発作性夜間ヘモグロビン尿症 3 100 好酸球性副鼻腔炎 22
46 特発性血小板減少性紫斑病 57 101 特発性多中心性キャッスルマン病 1
47 原発性免疫不全症候群 7 102
48 IgＡ 腎症 17 103
49 多発性嚢胞腎 19 104
50 黄色靱帯骨化症 6 105
51 後縦靱帯骨化症 28 106
52 広範脊柱管狭窄症 1 107
53 特発性大腿骨頭壊死症 16 108
54 下垂体性ADH分泌異常症 11 109
55 下垂体性PRL分泌亢進症 5 110

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療

（様式第2）



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）
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別紙３ 

令和 3年 10月 1日現在 

   

●基本診療料の施設基準 

・特定機能病院入院基本料（一般：7対 1、精神： 13対 1） 

・臨床研修病院入院診療加算 

・救急医療管理加算 

・超急性期脳卒中加算 

・妊産婦緊急搬送入院加算 

・診療録管理体制加算 1 

・医師事務作業補助体制加算 1（40対 1） 

・急性期看護補助体制加算（25対 1 看護補助者 5割未満） 

・看護職員夜間配置加算（12対 1配置加算 2） 

・療養環境加算 

・重症者等療養環境特別加算 

・無菌治療室管理加算 1・2 

・緩和ケア診療加算 

・精神科身体合併症管理加算 

・精神科リエゾンチーム加算 

・がん診療連携拠点病院加算 

・栄養サポートチーム加算 

・医療安全対策加算１ 

・感染防止対策加算１ 

・患者サポート体制充実加算 

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

・ハイリスク妊娠管理加算 

・ハイリスク分娩管理加算 

・後発医薬品使用体制加算 1 

・病棟薬剤業務実施加算 1・2 

・データ提出加算２のイ 

・入退院支援加算１ 

・精神疾患診療体制加算 

・精神科急性期医師配置加算２のイ 

・地域医療体制確保加算 

・救命救急入院料１・４ 

・特定集中治療室管理料３・４ 

・総合周産期特定集中治療室管理料 

・新生児治療回復室入院医療管理料 

・小児入院医療管理料１ 

・地域歯科診療支援病院歯科初診料 

・歯科外来診療環境体制加算２ 

 



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）
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別紙４ 

令和 3年 10月 1日現在 

   

●特掲診療料の施設基準 

  ・外来栄養食事指導料の注２に規定する施設基準 

・心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器移行期加算） 

・心臓ペースメーカー指導管理料（注５に規定する遠隔モニタリング加算） 

・高度難聴指導管理料 

・慢性維持透析患者外来医学管理料の腎代替療法実績加算 

・糖尿病合併症管理料 

・がん性疼痛緩和指導管理料 

・がん患者指導管理料イ・ロ・ハ・ニ 

・外来緩和ケア管理料 

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 

・糖尿病透析予防指導管理料 

・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 

・婦人科特定疾患治療管理料 

・腎代替療法指導管理料 

・院内トリアージ実施料 

・外来放射線照射診療料 

・ニコチン依存症管理料 

・がん治療連携計画策定料 

・がん治療連携管理料１ 

・肝炎インターフェロン治療計画料 

・薬剤管理指導料 

・医療機器安全管理料１・２・（歯科） 

・歯科疾患管理料の注 11に規定する総合医療管理加算及び歯科治療時医療管理料 

・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料 遠隔モニタリング加算 

・造血器腫瘍遺伝子検査 

・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血糖測定器を用いる場 

合）及び皮下連続式グルコース測定 

・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない持続血糖測定器を用いる 

場合） 

・遺伝学的検査 

・骨髄微小残存病変量測定 

・BRCA１／２遺伝子検査（血液を検体とするもの） 

・がんゲノムプロファイルング検査 

・先天性代謝異常症検査 

・HPV核酸検出及び HPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 

・検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ） 

・国際標準検査管理加算 
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・遺伝カウンセリング加算 

・植込型心電図検査 

・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 

・胎児心エコー法 

・ヘッドアップティルト試験 

・単繊維筋電図 

・脳波検査判断料１ 

・神経学的検査 

・補聴器適合検査 

・黄斑局所網膜電図及び全視野精密網膜電図 

・ロービジョン検査判断料 

・小児食物アレルギー負荷検査 

・内服・点滴誘発試験 

・センチネルリンパ節生検（片側） 

・画像診断管理加算１・２ 

・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 

・CT撮影及びMRI撮影 

・冠動脈 CT撮影加算 

・血流予備量比コンピューター断層撮影 

・外傷全身 CT加算 

・大腸 CT撮影加算 

・心臓MRI撮影加算 

・乳房MRI撮影加算 

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 

・外来化学療法加算１ 

・連携充実加算 

・無菌製剤処理料 

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 

・廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ） 

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

・がん患者リハビリテーション料 

・歯科口腔リハビリテーション料２ 

・精神科ショート・ケア「大規模なもの」 

・精神科デイ・ケア「大規模なもの」 

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る。） 

・医療保護入院等診療料 

・エタノールの局所注入（甲状腺） 

・人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１） 
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・導入期加算２ 

・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 

・磁器による膀胱等刺激法 

・一酸化窒素吸入療法（新生児の低酸素呼吸不全に対して実施するものに限る。) 

・口腔粘膜処置 

・CAD／CAM冠 

・口腔粘膜処置 

・皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する場合に限る。） 

・皮膚移植術（死体） 

・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）の場合に限る。） 

・四肢・躯体軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に規定する処理骨再建加算 

・骨移植術（軟骨移植術含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。） 

・後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの） 

・椎間板内酵素注入療法 

・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 

・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術（便失禁） 

・角膜移植術（内皮移植加算） 

・羊膜移植術 

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるもの）） 

・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） 

・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの） 

・網膜再建術 

・人工中耳植込術、人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交 

換術 

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限る。）、下顎

骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限る。） 

・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１又は乳がんセンチネルリンパ節

加算２を算定する場合に限る。） 

・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及び乳輪温存乳 

房切除術（腋窩郭清を伴うもの）） 

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 

・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）、胸腔鏡下良性縦

隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併切除を伴うもの）に限る。） 

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は１肺葉を超えるものに限る。）

（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖

術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉

file:///C:/Users/iga-pc/AppData/Local/Microsoft/Windows/Temporary%20Internet%20Files/Content.MSO/D09B039B.xlsx%23RANGE!A1
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鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉

鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内

視鏡によるもの） 

・経皮的冠動脈形成術 

・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 

・経皮的冠動脈ステント留置術 

・胸腔鏡下弁形成術及び胸腔鏡下弁置換術 

・胸腔鏡下弁形成術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・経カテーテル大動脈弁置換術 

・経皮的僧帽弁クリップ術 

・不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）に限る。） 

・経皮的中隔心筋焼灼術 

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術、ペースメーカー移植術及びペース

メーカー交換術（リードレスペースメーカー） 

・植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘出術 

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心室ペースメーカー交換術 

（経静脈電極の場合） 

・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型リードを用いるも 

の）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び経静脈電極抜去術 

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場合）及び両室ペーシ 

ング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極の場合） 

・大動脈バルーンパンピング法（IABP法） 

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 

・補助人工心臓 

・経皮的大動脈遮断術 

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） 

・ダメージコントロール手術 

・腹膜鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併設するもの） 

・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うものに限る。） 

・体外衝撃波胆石破砕術 

・腹腔鏡下肝切除術（部分切除及び外側区域切除）、（亜区域切除、１区域切除（外側区

域切除を除く。)、２区域切除及び３区域切除以上のもの） 

・体外衝撃波膵石破砕術（一連につき） 

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術及び腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 
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・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 

・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 

・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） 

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 

・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・生体腎移植術 

・膀胱水圧拡張術 

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術、腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を

用いる場合） 

・人工尿道括約筋植込・置換術 

・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術 

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 

・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 

・胎児胸腔・羊水腔シャント術（一連につき） 

・医科点数表第 2章第 10部手術の通則５及び６（歯科点数表第２章第９部の通則４を 

含む。）に掲げる手術 

・医科点数表第 2章第 10部手術の通則の 16に掲げる手術 

・医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 19 に掲げる手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群

患者に対する乳房切除術に限る。） 

・医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 19 に掲げる手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群

患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術） 

・輸血管理料Ⅰ 

・輸血適正使用加算 

・貯血式自己血輸血管理体制加算 

・自己生体組織接着剤作成術 

・自己クリオプレシピテート作製術（用手法）及び同種クリオプレシピテート作製術 

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 

・歯周組織再生誘導手術 

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 

・レーザー機器加算 

・麻酔管理料（Ⅰ）・（Ⅱ） 

・放射線治療専任加算 

・外来放射線治療加算 

・高エネルギー放射線治療 

・１回線量増加加算（全乳房照射・前立腺照射） 

・強度変調放射線治療（IMRT） 
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・画像誘導放射線治療加算 

・体外照射呼吸性移動対策加算 

・定位放射線治療 

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算（体外照射呼吸性移動対策加算・定位放射線治 

療・その他のもの） 

・画像誘導密封小線源治療加算 

・病理診断管理加算２ 

・悪性腫瘍病理組織標本加算 

・口腔病理診断管理加算２ 

・クラウン・ブリッジ維持管理料 



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

例年、臨床各科とのカンファレンス、或いはCancerBoard及び、研修医向け
CPCをそれぞれ月1回開催しているが、コロナ禍により、研修医向けCPCを
除いて基本的に休会し、随時担当医のみでのディスカッションで対応とし
た。

剖 検 の 状 況

・

・

剖検症例数 22 例 ／ 剖検率 2.63 %

・

・ ・

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・前眼部三次元画像解析 ・

・骨髄微小残存病変量測定

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（様式第2）



1 研究費補助等の実績

金 額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 計 計
(注) 1

2

3

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを
記入すること。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門
補助元又は委託

元

別紙 ５ 参照

（様式第3）
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１研究費補助等の実績

研究課題名 研究者氏名 所属部門 金額 補助元又は委託元
糖・脂質・アミノ酸の栄養素の臓器間代謝調
節機構の解明と応用法の探索 宇野健司 内科学講座 ¥4,160,000

補
・
委

文部科学省

肝臓のオートファジー・リソソーム経路由来の
臓器間栄養代謝制御機構の解明 宇野健司 内科学講座 ¥1,000,000

補
・
委

大和証券ヘルス
財団

栄養素代謝を制御するリソソーム経路由来の
臓器連関機構の解明 宇野健司 内科学講座 ¥2,000,000

補
・
委

テルモ生命科学
振興財団

肝臓における代謝領域選択性の制御機構と
臓器連携を司る分子機序の解明 宇野健司 内科学講座 ¥9,700,000

補
・
委

武田科学振興財
団

痛風における動脈硬化促進の分子機序の解
明 河野肇 内科学講座 ¥1,716,000

補
・
委

文部科学省

エクソソームによる甲状腺濾胞癌診断システ
ムの開発 盛田幸司 内科学講座 ¥1,300,000

補
・
委

文部科学省

ゲノミクスを用いた感染性心内膜炎の新規診
断法の検討 片岡明久 内科学講座 ¥1,300,000

補
・
委

文部科学省

オートファジー制御分子による核内受容体の
新規調節メカニズムの全容解明 柴田茂 内科学講座 ¥1,300,000

補
・
委

文部科学省

急性骨髄性白血病に対するCLL-1特異的キメ
ラ抗原受容体T細胞療法の改良 田代晴子 内科学講座 ¥1,430,000

補
・
委

文部科学省

肺線維化におけるIL-9の機能の解明

杉本直也 内科学講座 ¥2,730,000
補
・
委

文部科学省

HIV感染者におけるサルコペニアの成因とそ
の機序の解明 若林義賢 内科学講座 ¥2,470,000

補
・
委

文部科学省

翻訳後修飾による新規膜輸送体制御系を基
軸とした腎疾患の基盤病態解明と応用の探求 柴田茂 内科学講座 ¥3,380,000

補
・
委

文部科学省

ナノバイオテクノロジーを用いた糖尿病性腎症
に対する新規治療法の開発 広浜大五郎 内科学講座 ¥1,300,000

補
・
委

文部科学省

難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究

田中　篤 内科学講座 ¥17,160,000
補
・
委

厚生労働省

原発性高脂血症に関する調査研究

塚本　和久 内科学講座 ¥150,000
補
・
委

厚生労働省

ベーチェット病に関する調査研究

菊地　弘敏 内科学講座 ¥300,000
補
・
委

厚生労働省

高度の医療技術の開発及び評価の実績
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研究課題名 研究者氏名 所属部門 金額 補助元又は委託元
難治性血管円の医療水準・患者QOL向上に
資する研究 河野　肇 内科学講座 ¥866,000

補
・
委

厚生労働省

小児期・移行期を含む包括的対応を要する希
少難治性肝胆膵疾患の調査研究 田中　篤 内科学講座 ¥500,000

補
・
委

厚生労働省

IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の
確立を目指す研究 田中　篤 内科学講座 ¥500,000

補
・
委

厚生労働省

原発性胆汁性胆管炎に対する抗線維化治療
薬の開発 田中　篤 内科学講座 ¥650,000

補
・
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構（AMED）

新型コロナウイルス感染症に対する
Nafamostat,Favipiravir併用特定臨床研究 長瀬　洋之 内科学講座 ¥1,000,000

補
・
委

厚生労働省

サリドマイド胎芽症患者の健康、生活実態の
把握及び支援基盤の構築 長瀬　洋之 内科学講座 ¥1,500,000

補
・
委

厚生労働省

表現型別のぜん息増悪因子の同定と長期予
後の解析- 非2型炎症を有するぜん息病態の
検討を含めて-

長瀬　洋之 内科学講座 ¥5,356,389
補
・
委

独立行政法人
環境再生保全機

構

ベーチェット病に関する調査研究

廣畑　俊成 内科学講座 ¥300,000
補
・
委

厚生労働省

がん検診における'Shared Decision Making'
推進と利益不利益バランスに基づく受診意思
決定支援ツール開発のための研究

渡邊　清高 内科学講座 ¥500,000
補
・
委

厚生労働省

エクソソームを用いた2型糖尿病の病態・治療
効果予測に有用な新規マーカーの探索 江戸直樹 内科学講座 ¥1,300,000

補
・
委

文部科学省

HIV感染者における性腺機能低下の実態及び
長期合併症との関連について 吉野友祐 内科学講座 ¥1,000,000

補
・
委

文部科学省

Engineered IL-7 receptor共発現C-type
lectin-like molecule 1 特異的 CAR-T細胞の
ヒト造血幹細胞に与える毒性の検討

田代晴子 内科学講座 ¥500,000
補
・
委

日本血液学会研
究助成委員会

手指動作における時空間ダイナミクスの特徴
抽出と臨床応用 小林俊輔

神経内科学
講座

¥7,020,000
補
・
委

文部科学省

カルシウムホメオスタシスの制御に基づく筋ジ
ストロフィーに対する新たな治療法の開発 松村喜一郎

神経内科学
講座

¥1,430,000
補
・
委

文部科学省

筋萎縮性側索硬化症の早期診断における感
度特異度の高い電気生理学的診断基準の作
成

園生雅弘
神経内科学

講座
¥1,690,000

補
・
委

文部科学省

神経免疫疾患のエビデンスによる診断基準・
重症度分類・ガイドラインの妥当性と患者QOL
の検証

園生　雅弘 神経内科学講座 ¥400,000
補
・
委

厚生労働省

先進的ゲノム編集技術を用いた難治性神経
筋疾患に対する治療戦略 斉藤史明

神経内科学
講座

¥1,300,000
補
・
委

文部科学省
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研究課題名 研究者氏名 所属部門 金額 補助元又は委託元
針筋電図検査における動員パターンの新規
定量プログラム作成 神林隆道

神経内科学
講座

¥0
補
・
委

文部科学省

新規デバイスによる肺癌患者の血液中循環
腫瘍細胞の同定 坂尾幸則 外科学講座 ¥0

補
・
委

文部科学省

胃癌の血漿microRNAとtumor-free DNAによ
る癌早期診断法 福島亮治 外科学講座 ¥0

補
・
委

文部科学省

大腸癌の腸内細菌叢ﾒﾀｹﾞﾉﾑ解析とﾘｷｯﾄﾞﾊﾞｲ
ｵﾌﾟｼｰによる癌個別化診断 橋口陽二郎 外科学講座 ¥0

補
・
委

文部科学省

学会連携を通じた希少癌の適切な医療の質
向上と次世代を担う希少がん領域の人材育
成に資する研究

橋口　陽二郎 外科学講座 ¥300,000
補
・
委

厚生労働省

メタボローム解析を用いた乳癌化学療法の効
果予測法の確立 神野浩光 外科学講座 ¥1,430,000

補
・
委

文部科学省

地域医療構想の実現のためのNCDの利活用
についての政策研究 神野　浩光 外科学講座 ¥0

補
・
委

厚生労働省

全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の
整備とその試行、臨床データベースに基づく臨床研
究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に
関する研究

神野　浩光 外科学講座 ¥0
補
・
委

厚生労働省

乳癌術前薬物療法における血漿エクソソーム
由来microRNAの有用性の検討 松本暁子 外科学講座 ¥1,040,000

補
・
委

文部科学省

免疫チェックポイント阻害薬併用凍結療法の
腫瘍免疫変調効果の検討 山内良兼 外科学講座 ¥1,170,000

補
・
委

文部科学省

人工知能を用いた直腸癌における術前化学
放射線療法の効果予測 小澤毅士 外科学講座 ¥780,000

補
・
委

文部科学省

自律再生軟骨による気管支断端の創傷治癒
システムの開発 横手芙美 外科学講座 ¥1,430,000

補
・
委

文部科学省

下垂体腺腫における血管新生関連遺伝子発
現の検討とその制御による増殖抑制 松野彰

脳神経外科
学講座

¥1,170,000
補
・
委

文部科学省

間脳下垂体機能障害に関する調査研究

松野　彰 脳神経外科学講座 ¥200,000
補
・
委

厚生労働省

エクソソームを利用した下垂体腺腫でのソマト
スタチン受容体発現の評価システムの開発 大山健一

脳神経外科
学講座

¥1,690,000
補
・
委

文部科学省

トロンボモジュリン構成ドメインによる抗凝固
能・抗炎症作用の解明 池田司

心臓血管外
科学講座

¥1,040,000
補
・
委

文部科学省

抗CD80/86抗体により誘導される免疫寛容維
持機序の解析 内山雅照

心臓血管外
科学講座

¥1,430,000
補
・
委

文部科学省



別紙５

研究課題名 研究者氏名 所属部門 金額 補助元又は委託元
抗体関連型拒絶反応に対する抗BTLA抗体と
抗PD-1抗体併用療法の確立 内山雅照

心臓血管外
科学講座

¥2,210,000
補
・
委

科学研究費
（基盤研究C）

トップアスリートの競技復帰を加速するための
高気圧酸素治療指針の確立 安井洋一

整形外科学
講座

¥1,170,000
補
・
委

文部科学省

MRSA骨感染症の克服を目指したテジゾリド
最適化投与法の構築 安井洋一

整形外科学
講座

¥4,160,000
補
・
委

日本学術振興会

感染・偽関節の阻止を目指した革新的な骨折
治療法に関する基礎的検討 日高亮

整形外科学
講座

¥910,000
補
・
委

文部科学省

MPIによる動作解析を用いたインソールの有
効性と安全性に関する研究 宮本亘

整形外科学
講座

¥1,430,000
補
・
委

文部科学省

育成年代投手における投球数が肩甲骨位置
と投球動作に与える影響の解明 塚田 圭輔

整形外科学
講座

¥3,200,000
補
・
委

日本学術振興会

投球数が肩甲骨高位と投球動作に与える影
響を明らかにする 塚田 圭輔

整形外科学
講座

¥500,000
補
・
委

日本整形外科ス
ポーツ医学会
研究助成事業

Ulnar nerve dislocation and subluxation from
the cubital tunnel are not rare in college
athletes.

塚田 圭輔
整形外科学

講座
¥300,000

補
・
委

精密測定技術振興財団
「精密測定技術研究に関
する国際交流等促進事
業」

超音波画像を用いた尺骨神経の動的評価
－小児上腕骨顆上骨折手術に伴う医原性神
経損傷を回避するための基盤研究－

塚田 圭輔
整形外科学

講座
¥500,000

補
・
委

 整形災害外科
学研究助成財団

高校生投手の投球による肩・肘関節傷害防止
策の確立：投球数が肩甲骨高位と投球動作に
与える影響を明らかにする

塚田 圭輔
整形外科学

講座
¥1,500,000

補
・
委

中冨健康科学振
興財団　第33回

研究助成

水溶性・脂溶水に着目したスタチン系薬剤の
細胞腫毎での細胞障害作用の検討 張京浩

麻酔科学講
座

¥0
補
・
委

文部科学省

術中心停止に対する迅速かつ安全な心肺蘇
生法の確立：実地シミュレーションによる検討 小西康貴

麻酔科学講
座

¥1,170,000
補
・
委

文部科学省

「データ包絡分析法を活用した個別化予防医
療の開発」 中田　善規

麻酔科学講
座

¥3,700,000
補
・
委

文部科学省科学
研究費補助金

アブスコパル効果のメカニズム解明－腫瘍免
疫に基づく画期的腫瘍治療戦略－ 白石憲史郎

放射線科学
講座

¥5,210,000
補
・
委

文部科学省

IVR医の水晶体被ばくの実態調査～防護グラ
スに固定した小線量計での長期間実測～ 近藤浩史

放射線科学
講座

¥780,000
補
・
委

文部科学省

難治性リンパ漏に対する胸管内リンパ液自動
誘導システムの開発 山本真由

放射線科学
講座

¥1,690,000
補
・
委

文部科学省

低線量X線透視動画を用いた肺換気・血流イ
メージングシステムの開発 山本浩大郎

放射線科学
講座

¥1,170,000
補
・
委

文部科学省
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研究課題名 研究者氏名 所属部門 金額 補助元又は委託元
単一細胞解析による婦人科がん幹細胞ニッチ
の解明と新規治療法の開発 長阪一憲

産婦人科学
講座

¥1,300,000
補
・
委

文部科学省

マイクロ流体と集積回路技術によるリキッドバ
イオプシープラットフォーム開発 長阪一憲

産婦人科学
講座

¥17,550
補
・
委

科研費助成事業

情報通信技術を活用した子宮頸がん予防の
ヘルスリテラシー向上に関する研究 長阪一憲

産婦人科学
講座

¥6,110
補
・
委

科研費助成事業

マイクロ流体アプローチによる1細胞とランスク
リプトーム解析とその応用展開 長阪一憲

産婦人科学
講座

¥177,580
補
・
委

科研費助成事業

卵巣明細胞腺癌の化学療法低感受性の改善
へ向けて 菊池（小池）

良子
産婦人科学

講座
¥0

補
・
委

文部科学省

"Deep Safety"（真の医療安全）実現に向けた
法政策：医療安全における「法との断絶」の克
服を目指す比較研究

木戸　浩一郎 産婦人科学講座 ¥320,000
補
・
委

厚生労働省

脆弱性骨折患者に対する至適包括的管理の
基盤確立のための臨床コホート研究 緒方直史

リハビリテー
ション科

¥0
補
・
委

文部科学省

がん患者に対する運動器至適包括管理の基
盤確立を間座下臨床研究 緒方直史

リハビリテー
ション科

¥4,030,000
補
・
委

科研費基盤C

没入型VRを応用した新規リハビリテーション
システム開発と有用性の包括的研究 中原康雄

リハビリテー
ション科

¥1,560,000
補
・
委

文部科学省

大気中粒子による眼アレルギー疾患の疫学
調査と実験的手法による原因究明と治療法開
発

三村達哉 眼科学講座 ¥6,370,000
補
・
委

文部科学省

1日使い捨てシリコーンハイドロゲルコンタクト
レンズ（プレシジョンワン®）の初装時における
快適さに関する評価

三村達哉 眼科学講座 ¥3,370,941
補
・
委

日本Alcon 医師
主導研究プログ

ラム

2種類の1日使い捨てシリコーンハイドロゲル
コンタクトレンズの臨床評価 三村達哉 眼科学講座 ¥8,559,176

補
・
委

日本Alcon 医師
主導研究プログ

ラム

患者個別バーチャルリアリティと拡張現実を複
合した腹部外傷外科シミュレーター構築 伊藤香

救急医学講
座

¥1,040,000
補
・
委

文部科学省

エビデンスに基づく熱中症の診療指針の確立
に向けての疫学調査と分析 神田潤

救急医学講
座

¥1,040,000
補
・
委

文部科学省

市民によるAED等の一次救命処置のさらなる
普及と検証体制構築の促進及び二次救命処
置の適切な普及に向けた研究

坂本　哲也 救急医学講座 ¥5,499,000
補
・
委

厚生労働省

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技
大会における救急・災害医療提供体制に関す
る研究

坂本　哲也 救急医学講座 ¥450,000
補
・
委

厚生労働省

『新しい生活様式』に即した熱中症の診断・予
防・治療法の確立のための研究 神田　潤 救急医学講座 ¥2,000,000

補
・
委

厚生労働省



別紙５

研究課題名 研究者氏名 所属部門 金額 補助元又は委託元
地域医療構想を見据えた救急医療提供体制の構築に関する研究

坂本　哲也 救急医学講座 ¥200,000
補
・
委

厚生労働省

脳死下、心停止後の臓器・組織提供における
効率的な連携体制の構築に資する研究 三宅　康史 救急医学講座 ¥1,500,000

補
・
委

厚生労働省

コロナ禍における脳死下・心停止下臓器提供
経験施設の実態調査に基づく新たな臓器提
供体制構築に資する研究(20CA2066)

安心院　康彦 救急医学講座 ¥0
補
・
委

厚生労働省

交通事故の人体傷害の発生メカニズムの解
明と被害軽減対策に関する調査研究 藤田　尚 救急医学講座 ¥1,300,000

補
・
委

（公財）交通事故
総合分析セン

ター

吸引脂肪組織の酸素化による生着率の高い
新規脂肪注入移植法の開発

堂後京子
（佐々木京

子）

形成・口腔顎
顔面外科学

講座
¥1,560,000

補
・
委

文部科学省

in vivo遺伝子導入による軟骨再生医療への
展開 山岡尚世

形成・口腔顎
顔面外科学

講座
¥1,430,000

補
・
委

文部科学省

全国調査による一側性聴覚障害者の実態把
握及び診断・治療指針の作成に関する研究 伊藤　健

耳鼻咽喉科
学講座

¥400,000
補
・
委

ＡＭＥＤ

好酸球性副鼻腔炎に伴う神経性嗅覚障害の
病態生理の解明 籠谷領二

耳鼻咽喉科
学講座

¥1,170,000
補
・
委

文部科学省

鼻過敏症の病態生理にいおけるTRPM8の役
割についての解析 清水裕也

耳鼻咽喉科
学講座

¥1,300,000
補
・
委

文部科学省

小児特発性ネフローゼ症候群の病態解明：発
症機序における自己抗体の役割 高橋和浩

小児科学講
座

¥650,000
補
・
委

文部科学省

ミトコンドリア病、レット症候群の調査研究

三牧　正和 小児科学講座 ¥500,000
補
・
委

厚生労働省

脳脊髄液減少症の病態生理と診断法の開発

三牧　正和 小児科学講座 ¥300,000
補
・
委

国立研究開発法
人　日本医療研

究開発機構

多様なミトコンドリア病の遺伝子型/表現型/自
然歴等をガイドラインに反映させていくエビデ
ンス創出研究

三牧　正和 小児科学講座 ¥1,300,000
補
・
委

国立研究開発法
人　日本医療研

究開発機構

大規模災害時におけるアレルギー疾患患者
の問題の把握とその解決向けた研究 小林　茂俊 小児科学講座 ¥10,010,000

補
・
委

厚生労働省

妊婦・授乳婦における医薬品の安全性に関す
る情報提供の在り方の研究 伊藤　直樹 小児科学講座 ¥100,000

補
・
委

厚生労働省

トリプトファンバランスに着目した食事による胎
児成長支援戦略の構築. 伊藤　直樹 小児科学講座 ¥200,000

補
・
委

文部省科学研究
費助成事業

N-S結合及びN-N結合における立体科学の解
明と機能性分子創出への応用 佐藤恭弘 小児科学講座 ¥146,088

補
・
委

文部省科学研究
費助成事業
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研究課題名 研究者氏名 所属部門 金額 補助元又は委託元
セルフモニタリングと援助希求に着目した、こ
ころの健康教育プログラム作成と効果検証 金田渉

精神神経科
学講座

¥1,430,000
補
・
委

文部科学省

うつ病のグリア抗うつ薬受容体(LPA1)を基盤
とした創薬・バイオマーカー研究 功刀浩

精神神経科
学講座

¥200,000
補
・
委

日本学術振興会

新規RORγ転写共役因子を標的とした去勢
抵抗性前立腺癌免疫療法の開発 高橋さゆり

泌尿器科学
講座

¥1,300,000
補
・
委

文部科学省

乾癬治療における光線療法、ホスホジエステ
ラーゼ４阻害薬内服の相乗効果の機序の解
明

鎌田昌洋
皮膚科学講

座
¥1,430,000

補
・
委

文部科学省

乾癬モデルマウスにおける表皮resident
memory T cellの解析 多田弥生

皮膚科学講
座

¥2,210,000
補
・
委

文部科学省

胆道癌浸潤病巣における線維性間質の病態
と、抗線維化治療への展開 羽賀敏博 病院病理部 ¥1,560,000

補
・
委

文部科学省

計107件



2 論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3 Review

4 Letter

5 Others

6

～

70

～ 計 件

(注) 1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 計 件

(注) 1

2

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）

「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

別紙 ６ 参照

筆頭著者の
特定機能病院における所属

雑誌名・
出版年月等

題名

「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名

当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。

記載例： Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9 / Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。

（様式第3）
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 論文発表等の実績
　高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

1
Abe K.,  Yamamoto T. &
Matsumoto K. et.al

内科学講座

Clinical features and liver injury in patients with COVID-19 in
the Japanese population

Internal Medicine.2020 Oct;59(19):2353-2358

Original Article

2
Hioki H.,  Watanabe Y. &  Kataoka
A. et.al

内科学講座

4-Dimensional Computed Tomography Detects Early Leaflet
Calcification 3 Years After Transcatheter Aortic Valve
Replacement

JACC: Cardiovascular Interventions.2021
Jan;14(2):e17-e20

Original Article

3
Hioki H.,  Watanabe Y. &  Kozuma
K. et.al

内科学講座

Short-term dual anti-platelet therapy decreases long-term
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(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無

・ 手順書の主な内容

倫理委員会への申請受け取りから開催準備、開催、開催審議結果の書類作成、判定書の作成及び

送付、申請者への通知書や議事録の送付等を記載している。

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 12回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況

○有 ・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無

・ 規定の主な内容

利益相反マネジメント規定において、目的・定義・申告すべき教職員と自己申告の時期・自己申告す

べき事項・利益相反状態の評価方法・審議結果の報告方法・啓蒙活動と情報の公開・個人情報の管理

などについて規定している。

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況

年 1985回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 2回

・研修の主な内容

1. 大学院教育に関するワークショップ「倫理審査Q&A」「臨床研究のデザインと統計解析

（１回）

2. LMS教育研究（帝京大学安全保障輸出管理教育プログラム）

3. 全教職員と大学院生にe-ラーニング受講を義務付けている

(注）前年度の実績を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

〈内科〉

○関節リウマチに合併する多彩な肺炎と鑑別を要したCOVID-19の1例

○風冒症状後に脳静脈洞血栓症を合併した進行歯肉癌の1例

○大腸内視鏡検査から播種性非定型抗酸菌症と診断し治療を行った後天性免疫不全症候群患者の

1例

○搬送時COVID-19が疑われ、入院後の検査からニューモシスチス肺炎と診断された1例

○COVID-19入院中に完全房室ブロックを認め、COVID-19寛解後に房室ブロック改善を認めた1例

〈循環器内科〉

○冠動脈造影検査の評価および結果を上級医と確認し、今後の治療方針について検討する。冠動

脈形成術施行症例を確認して、適切なデバイス選択や治療方法について学ぶ。

○AVI症例の検討を循環器内科医、心臓外科医、麻酔科医、放射線技師やMEなどのコメディカルス

タッフの多職種で検討する

○新入局員に対する病棟一般業務や循環器内科各分野の教育的講義や関わる検査について。安全

管理、感染対策の指導。

〈緩和ケア内科〉

○がん性疼痛の機序、評価及びWHO方式のがん性疼痛医療法を含むがん性疼痛・呼吸困難、消化器

症状等の身体症状・不安、抑うつ及びせん妄等に対する緩和ケアについて。

○がん医療におけるコミュニケーション技術、全人的な緩和ケアについて・放射線用法や神経ブ

ロックの適応も含めた専門的な緩和ケアへの依頼・がん患者の療養場所の選択および地域連携に

ついての要点。

○在宅における緩和ケア。

○症侯学的手法による病態評価と治療方法を、臨床実践をベッド サイドにおいて習得する。プ

レゼンテーショントレーニング、アテンディングを併行して行う。2020年度はリモートラウンド

で実施。

○多職種を含むPeer-reviewを行うカンファレンス（リモート）

○月1～2回、論文を精読する。

○緩和ケアチームメンバーにて、専門的緩和ケア医療の最新の知見を学ぶ。

〈脳神経内科〉

○病棟の問題症例を中心に受持ち医などが、最新の文献上の知見などを調べて発表し、皆で知識

を共有すると共に診療方針を検討する。

○最近の興味ある論文について、研修中の医師が調べてその内容をまとめて発表し、皆で知識を

共有する。

○シニアの医師による臨床症候、疾患、電気生理などについてのクルズス、受持医クラスが問題

症例の発表を行い、ラウンドテーブル形式で討論して、皆の知識・技能の向上を図る。2020年度

よりZoom開催を主体としており、遠方、海外からの参加者もある。

○

〈泌尿器科〉

○転移性前立腺癌のファーストライン治療

○ロボット支援膀胱全摘術・体腔内尿路変向術（RARC/ICUD）

○ロボット支援膀胱全摘除術

○進行膀胱癌の治療成績改善を目指して～ロボット、リンパ節郭清、薬物療法



〈外科〉

○手術症例についての診断、手術術式、病理結果に関する消化器内科との検討会

○腹腔鏡手術症例についての腹腔鏡手術ビデオを見ながらの手術手技の検討（12回）と、模型、

動物を用いた実技指導（4回）

○大腸疾患の内視鏡診断に関する講義とシミュレータを用いた大腸内視鏡挿入手技、治療手技の

研修

○毎週月曜日、火曜日にその週の手術予定患者と翌週の手術予定患者について診断、合併症の有

無とその対策、周術期管理法、術式、追加的治療の必要性について討議する。

○毎週水曜日に呼吸器外科ならびに呼吸器疾患に関する英語文献を選定しプレゼンを行い、ディ

スカッションなどを通して最新の知見を得たり、知識を深めるために勉強会を行う。

○乳腺外科医を中心に、形成外科医、腫瘍内科医、照射線医、放射線技師、薬剤師などがチーム

となって乳腺疾患に関する情報を共有・検討する。

○乳腺疾患を中心に、最新のトピックスに関するデータや論文等を収集・議論・検討する。

○消化器外科手術患者に対する最新の周術期管理法を解説した

○手術症例についての診断、手術術式、病理結果に関する消化器内科との検討会。

○肝胆膵疾患の外科治療対象症例に関して、手術や病理標本のプレゼンテーション、術直前症例

の術前サマリー・画像診断の確認をおこなう。

○肝胆膵疾患症例に関して、治療方針の検討、手術症例に関する術式の検討、術後の手術報告と

病理診断のプレゼンテーション、術後治療の要否を検討し、必要に応じて知識の確認プレゼンテ

ーションをおこなう。

○消化器疾患の外科治療施行症例に関して、術前サマリー・画像診断・手術報告・病理標本のプ

レゼンテーションをおこなう

〈小児外科〉

○入院患者の治療方針の決定。手術期患者の術式、術後経過、手術合併症等の検討。

〈整形外科〉

○入院症例の治療方針、治療内容の確認。基本的臨床用語の知識の確認。手術方法の指導と知識

の確認など。

○入院患者の管理と治療方針の確認を行う。

○治療方針に対しての学術的な裏付けを指導し、過去の論文などから検討をする。

○休日を除きほぼ毎日、その日に来た外傷症例に対して、治療方針の検討を行っている。その中

で、エビデンスに則った正しい知識の教育を抄読会やクルズス形式で行っている。

〈脳神経外科〉

○症例に対する手術前、手術後の神経所見、画像所見の読影と、そこから導き出される、治療方

針や、手術アプローチに関する検討を行うカンファランス

〈形成外科〉

○術前カンファで術式の選択、手術デザインを検討する。術中・術後の状態を撮影したデジタル

カメラ像を投影し手術の確認を行い適正に行われたか、問題点がなかったについて検証する。

○新着英文雑誌より興味ある内容の論文を選択し、抄読会を行う。

○週1回病棟の褥瘡患者を回診し、その治療法について検討する。また褥瘡の予防法を学び院内で

の有病率低下に努める。

〈口腔外科〉

○睡眠時無呼吸症候群に対して歯科としての治療介入について

○顎変形症患者における術前後の心理的変化について

○顎骨再建におけるデンタルインプラントの有用性について



〈心臓血管外科〉

○心臓血管外科 専門領域としてのスペシャリティ領域について、大血管 冠動脈 僧帽弁形成

大動脈弁形成 TAVI ステントグラフト 大動脈解離 人工血管置換 等 ガイドラインや最新

論文を交えて解説する。

○医学論文を書く上で最低限身につけておきたい医学統計について実例を交えながら、解説する

。

○実際のブタ心臓を用いて、冠動脈吻合の実際や人工血管置換術 弁置換術を行い、解剖や手技

の解説をし知識を深める。

○心臓血管外科手術手技（開胸・ITA採取・人工心肺カニュレーション・人工血管吻合等）に関し

て、手技をやり始めた若手を中心として方法・コツ等について討論する。

〈産婦人科〉

○産科ガイドライン 婦人科ガイドライン 超音波診断 不妊外来の現況など

○周産期医療、小児科 新生児科との連携

○放射線治療内容の確認 臨床試験の確認

〈耳鼻咽喉科〉

○入院症例ならびに問題がある外来症例についてのカンファランス。

○放射線科と合同で、放射線治療例の検討等も行う

〈眼科〉

○その時点での臨床の患者を中心に討議を行う

〈リハビリテーション科〉

○リハビリテーションの症例や研究内容の発表と報告

〈精神神経科〉

○主担当医からの新規入院患者および退院患者の概要報告と全入院患者の経過が報告され、それ

らを検討する（P.P.：patient profile）。また、それとは別に、ほぼ全入院患者に対する詳細な

症例検討、すなわち、一つのケースについて集中的に診断・治療に関する検討も行っている（C.

C.：clinical conference）。

○精神神経科に所属する全医師の研究発表、および外部講師による勉強会を行っている。なお、

勉強会ではトピックスから所属医師が希望する内容まで精神医学全般に渡って幅広く行われてい

るのが特徴である。

○毎日夕方、診療チームに分かれて行われるカンファレンス。主担当医から患者の病状、検査結

果、投薬、方針などが報告され、その内容を検討すると共にチーム内での情報共有を図っている

。

〈小児科〉

○小児科のみならず臨床的に関連する周辺専門領域（2019年度は小児感染症、小児神経、小児放

射線）の専門医より、小児臨床の周辺疾患について学ぶ。

○当院小児科に入院している症例について、各疾患分野の専門医を中心に症例検討をすることを

通して疾患の理解を深める。

○当院小児科で入院・外来で加療している神経疾患の症例について、小児神経専門医がコアとな

り、検査結果を検討するとともに、今後の診断・治療方針の討論に参加し、小児神経疾患に対す

る理解を深める。

○小児アレルギー分野における知識を深める。

○小児科・産婦人科合同で入院症例のみならず、出生前症例について討論し、治療方針を決定す

る。



○帝京大学小児科で加療中の症例で、治療や診断に難渋した症例、教訓的な症例について討論す

る。

○小児科疾患の最新の薬物療法について理解を深める。

○シニアレジデントを主な対象とし、各診療グループのリーダーがそれぞれの分野で習得すべき

疾患の病態生理、最新の治療法を教示する。

○小児内分泌分野における知識を深める。

〈放射線科〉

○IVRの適応、術式について

○核医学の診断について

○放射線治療の適応、経過について

〈皮膚科〉

○担当医が症例写真と病理組織を提示し、症例検討して診断治療方針を決定する。

○発疹学やカメラの取り方から各皮膚疾患まで、皮膚科に関連した分野をそれぞれ、担当医が新

人へ講義する。

〈救急科〉

○救急科（医師、看護師）、放射線科（医師、放射線技師、看護師）、整形外科（外傷センター

）、麻酔科（医師）合同で、当院ハイブリッドERにて診療した3次救急搬送症例の診療の流れや治

療内容の振り返りを行い、多専門科で合意形成を行ったうえでのハイブリッドER診療プロトコル

のブラッシュアップを行う。

○救命救急センターにおけるAcute Care Surgeryに関して、米国・欧州で用いられている緊急外

科手術コースのマニュアル、教科書を使用して救急医として急性期一般外科疾患に対する見識を

深める。

〈麻酔科〉

○前日のすべての手術症例に関して報告し、問題点と改善すべき事項について確認する。また当

日施行予定の手術麻酔に関する検討を行う。

○麻酔科学全般に及ぶ基礎的事項のレクチャー

○麻酔科学全般に及ぶ高度かつ先進的な話題についてのレクチャー

○麻酔管理上の問題点や重要な合併症を生じた事例について，背景や要因、今後の対策等につい

て検討する。

○学会発表、論文作成にかかわる研究全般について、研究計画の段階から討論する。

〈病理診断科〉

○数件の解剖例を臨床的検索希望事項を含め、解説、協議検討を行う

○１０例程度の消化管疾患に対して、病理組織学的診断、臨床経過、所見などをあげ、協議や検

討を行う

○１０例程度の呼吸器疾患に対して、病理組織学的診断、臨床経過、所見などをあげ、協議や検

討を行う

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 280人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者



研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

塚本 和久 内科 主任教授 35 年

山本貴嗣 内科 教授 30 年

上妻 謙 循環器内科 教授 30 年

渡邊 雄介 循環器内科 准教授 19 年

紺野 久美子 循環器内科 講師 20 年

有賀 悦子 緩和ケア内科 主任教授 34 年

高木 雄亮 緩和ケア内科 講師 17 年

園生 雅弘 脳神経内科 主任教授 39 年

神野 浩光 外科 教授 34 年 呼吸器外科・消化器外

科・小児外科含む

坂尾 幸則 外科 教授 32 年 呼吸器外科・消化器外

科・小児外科含む

松田 圭二 外科 准教授 32 年 呼吸器外科・消化器外

科・小児外科含む

野澤 慶次郎 外科 病院准教授 30 年 呼吸器外科・消化器外

科・小児外科含む

端山 軍 外科 講師 19 年 呼吸器外科・消化器外

科・小児外科含む

深川 剛生 外科 教授 32 年 呼吸器外科・消化器外

科・小児外科含む

佐野 圭二 外科 教授 30 年 呼吸器外科・消化器外

科・小児外科含む

細田 利史 小児外科 講師 20 年 呼吸器外科・消化器外

科・小児外科含む

松野 彰 脳神経外科 主任教授 37 年

河野 博隆 整形外科 主任教授 29 年

今西 淳悟 整形外科 准教授 20 年

松井 健太郎 整形外科 講師 19 年

今水流 智浩 心臓血管外科 准教授 26 年

内山 雅照 心臓血管外科 助教 16 年

中川 徹 泌尿器科 主任教授 27 年

緒方 直史 リハビリテーシ

ョン科

主任教授 26 年

林 直樹 精神神経科 主任教授 40 年

赤羽 晃寿 精神神経科 病院准教授 25 年

小室 裕造 形成外科 主任教授 35 年

大河内 真之 形成外科 病院教授 26 年

有坂 岳大 口腔外科 講師 18 年

多田 弥生 皮膚科 主任教授 11 年

田中 隆光 皮膚科 講師 11 年

溝田 淳 眼科 主任教授 36 年

伊藤 健 耳鼻咽喉科 主任教授 33 年

三牧 正和 小児科 主任教授 27 年

小林 茂俊 小児科 教授 34 年

伊藤 直樹 小児科 講師 27 年

磯島 豪 小児科 講師 22 年

近藤 浩史 放射線科 主任教授 23 年



神長 達郎 放射線科 病院教授 33 年

白石 憲史郎 放射線科 病院教授 22 年

長阪 一憲 産婦人科 主任教授 20 年

伊藤 香 救急科 講師 22 年

笹島 ゆう子 病理診断科 主任教授 25 年

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容（放射線部）

○乳腺外科オペ前カンファレンス

臨床画像の検討、手術前のリスクチェック 等

・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 48回

・研修の参加人数

80名

・研修の主な内容（放射線部）

○TAVIカンファレンス

前回のTAVI症例の経過報告・今後のTAVI予定 等

・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 25回

・研修の参加人数

58名

・研修の主な内容（病理部）

○細胞学会予演

子宮内膜細胞診における偽陰性症例の検討、扁平上皮内病変における組織診断と細胞診判

定の不一致の検討 等

・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 3回

・研修の参加人数

30名

・研修の主な内容（栄養部）

○部内勉強会

急性期心不全の早期経腸栄養について(Webセミナー)、胃外科術後障害研究会・症例検討会

、妊娠糖尿病(Webセミナー) 等

・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 12回

・研修の参加人数

100 名

・研修の主な内容（中央検査部）

○日本検査血液学会



IDSフロントエンド分注装置導入による血栓・止血検査の運用の流れ 等

・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 1回

・研修の参加人数

6 名

・研修の主な内容（薬剤部）

○薬剤部員会議・研修会

口腔粘膜保護剤 エピシル、循環器領域における抗血栓療法について、免疫チェックポイ

ント阻害薬による甲状腺機能障害、薬剤部におけるCOVID-19への対応について 等

・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 6回

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容（薬剤部）

○薬剤部新入職員研修(同種・同効薬)

インスリン製剤、脂質異常症(高脂血症)治療薬、狭心症治療薬、抗血栓薬、統合失調症治

療薬、睡眠薬、抗悪性腫瘍薬 等

・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 43回

・研修の参加人数

239 名

・研修の主な内容（薬剤部）

○抗菌薬初期研修

ペニシリン系薬、セフェム系抗菌薬とモノバクタム系抗菌薬 等

・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 12回

・研修の参加人数

55 名

・研修の主な内容（ME部）

○臨床実習指導者研修

・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 2回

・研修の参加人数

2 名

・研修の主な内容（輸血部）

○部内研修

感染予防対策について 等



・研修の期間・実施回数

2020年4月1日～2021年3月31日 6回

・研修の参加人数

66 名

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ○2 ．現状
管理責任者氏名 診療録 小笠原 后香
管理担当者氏名 和久 正志・稲垣 宏治・小久保 真

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 総務課 診療録の持ち出しは原
則禁止している。やむを
得ず持ち出す場合は、個
人情報管理統括責任者
（病院長）の承認を必要
とする。持ち出しは記録
を行い、保管管理する。

各科診療日誌 総務課
処方せん 薬剤部
手術記録 医療システム部
看護記録 医療システム部
検査所見記録 医療システム部
エックス線写真 医療システム部
紹介状 医療システム部
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

医療システム部

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 総務課
高度の医療の提供の実績 各科診療科・総務課
高度の医療技術の開発及び評価
の実績

〃

高度の医療の研修の実績 〃
閲覧実績 総務課
紹介患者に対する医療提供の実
績

医療連携室

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事保険課・医療サービス課

薬剤部

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

安全管理部
総務課

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

安全管理部
総務課

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

安全管理部
総務課

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

安全管理部
総務課



保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

感染制御部
総務課

院内感染対策のための委員会の
開催状況

感染制御部
総務課

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

感染制御部
総務課

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

感染制御部
総務課

医薬品安全管理責任者の配置状
況

総務課

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

安全管理部
薬剤部
総務課

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部
総務課

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

総務課
薬剤部（DI室）

安全管理部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

総務課

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

ＭＥ部
中央放射線部

総務課
医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

ＭＥ部
中央放射線部

管財課
医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

ＭＥ部
中央放射線部

管財課



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

総務課

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

総務課

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

薬剤部

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

総務課

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

総務課

医療安全管理部門の設置状況 総務課
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

安全管理部
総務課

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

安全管理部
総務課

監査委員会の設置状況 総務課
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

安全管理部

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

安全管理部
感染制御部

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

患者相談室
安全管理部

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

総務課

職員研修の実施状況 総務課
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

総務課

管理者が有する権限に関する
状況

総務課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

法人本部

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

法人本部

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。



(様式第 6)

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

計画・現状の別 １．計画 ○2 ．現状

閲 覧 責 任 者 氏 名 小笠原 后香（専任・診療録管理）

閲 覧 担 当 者 氏 名 和久 正志・稲垣 宏治・小久保 真

閲覧の求めに応じる場所 診療情報管理部・閲覧室

閲覧の手続の概要

様式第５に記載の通り、「病院の管理及び運営に関する諸記録」はそれぞれの担当管理部署で適

正に保管しているため、医師や歯科医師等から依頼があった場合には、全体の窓口は総務課とな

る。依頼用紙に記入してもらい、閲覧室内で対応する。

(注)既に医療法施行規則第 9 条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数 延 0 件

閲 覧 者 別 医 師 延 0 件

歯 科 医 師 延 0 件

国 延 0 件

地 方 公 共 団 体 延 0 件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。



規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 ○有・無

・ 指針の主な内容：

１．安全管理に関する基本的な考え方
２．安全管理委員会その他の組織に関する基本事項
３．安全管理のための職員研修に関する基本方針
４．安全確保を目的とした、事故報告書にもとづく改善策の立案、実施に関す

る基本方針
５．医療事故発生時の対応に関する基本方針
６．病院職員と患者の情報共有に関する基本方針
７．患者と家族への説明と同意に関する基本方針
８．患者と家族等からの相談への対応に関する基本方針
９．高難度新規医療技術の導入に関する基本指針
10. 安全管理対策に関する指針および安全管理マニュアルの見直しと周知の方
針

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ ○有・無 ）
・ 開催状況：年 12 回
・ 活動の主な内容：

（１）安全管理対策の推進
（２）医療事故発生防止のために平時より次の事項を行う。

①医療安全に関する情報収集
②医療安全に係わる職員教育
③事故発生防止策と施設・設備の改善計画の立案
④事故発生防止策の実施状況の調査と必要に応じた見直し
⑤医療安全に係わるモニタリング項目の策定

（３）当院において重大な問題その他本委員会において取り扱うことが適当な
問題が発生した場合に次の事項を行う。
①原因究明のための調査及び分析
②診療録、看護記録等の調査および指導
③患者、家族等への対応状況の確認および指導
④再発予防策の立案・実施・職員への周知徹底
⑤再発予防策の実施の状況の調査および必要に応じた見直し

（４）全ての死亡事例、管理者が定める水準以上の事例の収集状況の確認と確
認結果の管理者への報告および職員への研修・指導

（５）特定機能病院間相互のピアレビューの結果報告に基づく改善策の立案

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 11 回

・ 研修の内容（すべて）：

別紙 ７ 参照

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ ○有・無 ）

・ その他の改善のための方策の主な内容：

安全管理委員会において事故の事例分析および発生要因の分析を行い
、改善策を立案し、各部署・職員に対し周知徹底する。

(注）前年度の実績を記入すること。



別紙７

医療に係わる安全管理のための職員研修の実施状況（2020年度）

研修区分 期日 時間 参加人数 テーマ

医師　125　　 名

看護職員　 155　名

医療技術員   20　名

事務職員   4　名

ヒューマンエラーと医療安全

高難度・未承認、死亡報告、死亡報告書の書き方について

院内急変への対応

医療事故防止

患者確認実習

ヒヤリハット・アクシデント報告について

医療過誤および異常死の取り扱い

M＆Mカンファレンスについて

医薬品安全情報について

事故防止総論

指示簿の見方、患者認証、サインの方法

転倒・転落防止対策

チューブトラブル防止対策

内服について

酸素ボンベの取扱い

注射、点滴、採血、BSチェックについて

インシュリンについて

輸血について

ヒヤリハット・アクシデント報告

麻薬の取扱いについて

コミュニケーションエラーについて

個人情報の取り扱いについて

倫理について

医療事故調査制度について

転倒・転落防止について

生体監視モニターについて

患者誤認について

急変対応について

CVC、バスキャス、動脈誤挿入について

臨床研修医リスクマネージャーによるインシデント・アクシデント事例の分析

講義：医療安全／RCA分析

グループワーク：RCA分析におけるヒアリング演習

医療安全および
感染防御に関する研修会

2020年6月12日（金）
　　　　　　　　ほかDVD配布

17:30-18：30 　　　2278　名

安全管理マニュアルポケット版について
高難度新規医療技術を用いた医療の提供について
医療機器の安全使用について
医薬品の安全使用について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[テスト実施]

災害および医療安全等に
関する研修会

2020年7月16日（木）
　　　　　　　　ほかDVD配布

17：30-18：30 　　　2267　名 診療用放射線の安全利用について

医療安全に関する
研修会

2020年12月10日（木）
　　　　　　　　ほかDVD配布

17：30-18：30 　　　2199　名
コロナ禍における医療安全体制の構築
インフォームドコンセントにおける説明文書と説明記録の重要性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[テスト実施]

医療安全および
感染防御に関する研修会

2021年2月18日（木） 17:30-18：30 　　　2165　名

せん妄に対するサイレース注の適応外使用について
2020年度レジリエンスTOPICS
適応外医薬品等評価委員会について
レジリエンス・グッドリカバリーで事故防止および影響軽減を！
2020年グッドリカバリー賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[テスト実施]

中途採用に対する教育 原則入職日に受講、DVD配布

医師　12　名
看護職員　0　名

医療技術員　9　名
事務職員　6　名

医療安全について
（入職日に安全管理マニュアルポケット版の内容について教育・
受講確認、DVD配布、確認テストを実施）

医療安全e-Learning

（2020年7月～）
安全管理の指針、安全管理体制、患者影響レベル分類、医療事
故の報告、重大事故発生時の対応、緊急蘇生、ヒヤリハット･ア
クシデント、COVID-19関係

（2020年12月～）
ヒヤリハット･アクシデント、死亡対応、医療事故調査制度、患者
緊急対応、転倒転落、暴力対応、感染関係、薬剤関連

安全管理体制について

臨床研修医基礎研修
2020年4月1日（水）

～
2020年4月20日(月)

8：30～17:00（平日）
9：00～12：30（土曜）

研修医　 32 名

新入職員
オリエンテーション

2020年4月1日（水） 8:30～11：30

看護師新入職者
研修会

2020年4月1日（水）
～

2020年4月8日(水)
　　　　　　　　　　ほか

8：30～17:00（平日）
8：30～12：30（土曜）

　　　　　　　　　　　ほか

リスクマネージャー研修会 2020年10月24日（土） 13：00-16：00 RM　　43名
安全管理部　13名

多職種連携定期研修 毎月第3金曜日 12：10-12：45 研修医　63 名

看護師　155　名

医師事務作業補助者研修会 2020年7月21日（火） 9：00～11:00 4名 医療事故防止について

M&Mカンファレンス 2021年3月25日（木） 17：30～18：30 22名 複数診療科が係る事例検討



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 ○有・無

・ 指針の主な内容：

1. 院内感染対策に関する基本的な考え方
2. 院内感染対策のための委員会および組織に関する基本事項
3. 院内感染対策のための職員研修に関する基本方針
4. 院内感染発生状況の報告に関する基本方針
5. 院内感染発生時の対応に関する基本方針
6. 患者などに対する当該指針の閲覧に関する基本方針
7. 院内感染対策のための指針および院内感染対策要綱の見直しと周知の方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 12 回

・ 活動の主な内容：

1. 院内感染状況を監視、調査するとともに、対策を立案し、その拡大を防止するための具体策を関
係方面に提言するとともに、対策の実施について病院長および感染制御部長に具申する。
2. 周知すべき感染症の情報を院内諸方面に伝達する。
3. その他、院内感染予防のために必要な業務を行う。

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 6 回

・ 研修の内容（すべて）：

別紙 ８ 参照

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ ○有・無 ）

・ その他の改善のための方策の主な内容：

感染制御部・感染制御委員会において感染症発生要因の分析を行い、改善策を立案し、各部署・職員
に対し周知徹底する。

(注）前年度の実績を記入すること。



別紙８

研修区分 期日 時間 参加人数 テーマ
医師　125　　名

新入職員 2020年4月1日（水） 8：40～11：30 看護職員　155　名 院内感染対策について
オリエンテーション 医療技術員  20　名 （ 4月1日（水）　10：10  ～  10：55  ）

事務職員　4　名

看護師 2020年4月1日（水） 感染防止総論
新入職者研修会 ～ 8：30～17：00（平日） 看護師 　155　名 （ 4月1日（水）　16：30  ～  17：00  ）

2020年4月8日（水） 8：30～12：30（土曜） 基礎看護　環境調整技術
（ A班　4月4日（土）　8：45～9：45のうち20分間  ）
（ B班　4月4日（土）　8：45～10：05のうち20分間  ）

2020年4月1日（水） 個人防護具着脱実習
研修医基礎研修 8：30～17：00（平日） 研修医32名 （ 4月16日（木）　13：00  ～　14：00　）

9：00～12：30（土曜） 感染症診療について
2020年4月20日（月） （ 4月16日（木）　14：10  ～　15：10　）
2020年4月27日（月）

2020年6月12日（金） 17：30～ 講師：冬室純子
　2278名

講師：足立匠
「感染経路別予防策」
講師：冬室純子

講師：内科外来　看護師　村上沙綾

講師：内科医師　田村好古
2020年9月2日（水） 17：30～ 　2244名

講師：麻酔科医師　張京浩

講師：救急科医師　神田潤

講師：感染制御部医師　竹澤智湖

「SSIサーベイランスについて（年度末報告）」
講師：菊池智美

2021年2月18日（木） 17：30～ 　2165名 「当院のASTの現状について」
講師：柴田裕介
「2020年度を振り返る」
講師：松永直久

院内感染対策に関する職員研修（2020年度）

～

院内感染対策
講習会
第1回

（DVD講習含む）

「院内感染対策要綱ポケット版の改訂点と活
用術」

「外来診療における抗微生物薬の適正使用
について」

「発熱外来　～共に創り上げてきた5ヶ月間、
看護師の立場から～」

「7東病棟コホート(集団隔離)化ー内科医局
長の立場からー」

「GICUにおける重症新型コロナ肺炎(Covid-
19）患者への取り組みについて」

「高度救命救急センターにおけるCOVID-19
疑い患者の収容について」

「新型コロナウイルス感染症（感染制御部に
よる対応とこれからの注意点）」

ストップ感染デー
院内感染対策講習会

第2回
（DVD講習含む）

院内感染対策
講習会
第3回

（DVD講習含む）



規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 ○有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 2 回

・ 研修の主な内容：

別紙 ９ 参照

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ ○有・無 ）
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

１．医薬品の採用・購入に関する事項
２．医薬品の管理に関する事項
３．患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する事項
４．患者に対する与薬や服薬指導に関する事項
５．病棟における医薬品の管理に関する事項
６．入院患者への医薬品使用に関する事項
７．医薬品の安全使用に係る情報の取扱いに関する事項
８．他施設との連携に関する事項
９．院内製剤に関する事項
10．放射性医薬品に関する事項

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ ○有・無 ）

・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：モーズ軟膏

乳がん浸潤による皮膚潰瘍の汚臭、止血効果を目的に使用

・ その他の改善のための方策の主な内容：
未承認医薬品のみならず、医薬品の禁忌・適応外使用における患者への説明・同意に関す
るカルテ記載等についても職員メールで注意喚起している。

(注）前年度の実績を記入すること。





規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 ○有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年 166 回
（全体研修1回）

・ 研修の主な内容：

・人工呼吸器、人工心肺および補助循環装置、血液浄化装置、除細動器(AED)を除く、閉鎖式保育
器、診療用高エネルギー放射線装置、診療用放射線照射装置に対して65回の定期研修を計画・実
施し、実施状況を毎月の医療機器安全管理委員会にて医療機器安全管理責任者へ報告している。

・新規導入機器に対しての研修会：143回
・既存機器に対する研修会：11回

全体研修：別紙 １０ 参照

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ ○有・無 ）

・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

前年度の3月までに点検計画策定を行い、医療機器安全管理委員会にて医療機器安全管理責任
者の承諾を取り新年度より実施する。実施状況を毎月に医療機器安全管理員会にて医療機器安
全管理責任者へ報告している。

保守点検の主な内容
1)使用前、使用中、使用後の点検
2)定期点検および年次点検(医療機器ごとに機関を設定し、メーカー依頼している。)
3)点検方法は各医療機器の取扱説明書を参考に実施。

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ ○有・無 ）

・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：なし

・ その他の改善のための方策の主な内容：

・医療機器安全使用のために必要な情報の収集・取扱説明書と添付文書を電子カルテへ掲示・メ
ーカーからの情報提供やインターネットからPMDA、医療安全情報などを収集し、安全管理部及
び安全管理委員会と連携し、電子カルテインフォメーション、医療機器安全研修会にて通達、
報告している。

・その他の改善のための方策・毎月の医療機器安全管理委員会にて医療機器の不具合事象の報告
・安全管理部及び安全管理委員会と連携し改善と対策をしている。

(注）前年度の実績を記入すること。





規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 ○有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況

医療安全管理責任者は安全管理担当副院長が担っており、安全管理担当副院長は安全管理委員会委
員長及び、安全管理部員を務めている。医薬品安全管理責任者及び、医療機器安全管理責任者は安
全管理部に所属し、安全管理委員会において活動状況を報告している。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 ○有（ 7名）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

医薬品安全管理責任者は、医薬品の安全使用状況を把握するために薬剤部内に所属する全ての薬剤

師を指名し、以下の業務を確認する。

医薬品情報室の薬剤師が、病棟を担当する薬剤師を通じて院内の医薬品の使用状況を定期的に（１

カ月に１回）確認し、その結果を踏まえて添付文書情報（禁忌等）、緊急安全性情報、未承認医薬品

の使用時または医薬品の適応外使用時等の医薬品安全管理に係る情報を整理し、必要に応じてその結

果を医薬品安全管理責任者に報告する。

医薬品安全管理責任者は、報告された情報を踏まえ、安全管理部長に報告するとともに、必要に応

じて医薬品の適正使用のための注意喚起情報を、医薬品情報室を通じて周知する。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

薬剤師等の医療従事者は、未承認の医薬品等（治験等を除く）の使用、医薬品の適応外・禁忌等に

該当する処方または指示を見いだした場合、薬剤部医薬品情報室に報告する。また、必要に応じて、

処方医等に当該処方または指示の必要性やリスク検討の有無、妥当性等を確認し、指導を行い、その

内容を診療録に記載する。

医薬品安全管理責任者は、薬剤部医薬品情報室に報告された、未承認の医薬品等（治験薬を除く）

の使用、医薬品の適応外・禁忌等に該当する処方または指示に関する情報を定期的に（１カ月に１回）

確認し、必要に応じて、処方医等への指導を行うとともに、未承認の医薬品等（治験薬を除く）の使

用に関して必要な情報を、医薬品情報室を通じて周知する。

・担当者の指名の有無（○有・無）

・担当者の所属・職種：



（所属：薬剤部(医薬品情報室責任者)，職種：薬剤師） （所属：薬剤部(病棟担当責任者，職種：

薬剤師）

（所属：薬剤部(調剤・製剤・注射管理部門担当責任者，職種：薬剤師）

（所属：薬剤部(化学療法部門担当責任者，職種：薬剤師）

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 ○有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無 （ ○有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：診療情報管理部と連携して、定められた書式を用いて適正な手順で実施しているかモニタリングを

行っている。

：研修会にてインフォームドコンセントの正しい手順について指導

：管理責任者が診療科へ改善事項について指導

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 ○有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：
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⑥ 医療安全管理部門の設置状況 ○有・無

・所属職員：専従（ 7 ）名、専任（ 1 ）名、兼任（ 21 ）名

うち医師：専従（ 1 ）名、専任（ 1 ）名、兼任（ 13 ）名

うち薬剤師：専従（ 1 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 1 ）名

うち看護師：専従（ 2 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 2 ）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

（１）安全管理対策の推進

（２）安全管理部会および臨時の安全管理委員会の開催

（３）リスクマネージャー会議を開催し、安全管理委員会で決定された事項の周知徹底

（４）医療安全対策の推進

（５）医療事故発生防止のための情報収集と教育

（６）医療安全に資する診療内容および従業者の医療の安全に関する意識の向上のモニタリング



【モニタリング項目：死亡事例、口頭指示、手術時の出血、カテーテル挿入】

（７）院内各部署への立ち入り調査と関係書類の調査

（８）安全管理に関わる関係部署との連絡調整

（９）医療事故発生防止のための対策の立案と施設・設備の改善計画の立案および実施状況の調査

（10）特定機能病院間相互のピアレビュー実施および結果報告

（11）発生した医療事故の実情の把握と処理法の立案および実施

（12）発生した医療事故等に関する診療録、看護記録等の調査および指導

（13）発生した医療事故に対する患者、家族等への対応状況の確認および指導

（14）発生した医療事故の原因の究明および指導

（15）発生した医療事故に対する再発予防対策の立案・実施・職員への周知徹底

（16）安全管理委員会，安全管理部会，リスクマネージャー会議の資料および議事録の作成並びに保

存等の庶務に関すること

（17）全ての死亡事例、管理者が定める水準以上の事例の収集および管理者への報告

（18）研究に関わる有害事象報告について臨床試験・治験統括センターへの情報提供

（19）高難度新規医療技術評価係を設置し、部員の医療機器安全管理責任者を責任者として、高難度

新規医療技術の実施の適否を判断すること

（20）未承認新規医薬品等評価係を設置し、部員の医薬品安全管理責任者を責任者として、未承認新

規医薬品等を用いた医療の提供を判断すること

（21）適応外医薬品等評価係を設置し、部員の医薬品安全管理責任者を責任者として、適応外医薬品

等を用いた医療の提供を判断すること

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 21件）、及び許可件数（ 21 件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ ○有・無 ）

・活動の主な内容：

各診療科からの下記確認事項（①～⑤）の申請に対し、高難度新規医療技術評価委員会に導入の適

否、実施を認める条件等について意見聴取。その委員会の意見を踏まえ提供の適否判定を行い、診

療科長および病院長へ結果通知。提供後は実施報告内容の確認を行う。

①患者の病態等を踏まえた既存技術の限界・問題点

②高難度新規医療技術と既存の医療技術とを比較した場合の優位性

（合併症の重篤性及び発生の可能性等の安全性の観点を含む）

③当該高難度新規医療技術を用いた医療を提供する医師又は歯科医師その他の従業員の高難度

医療技術を用いた医療の提供に関する経験

④必要な設備・体制の整備状況 （集中治療室、麻酔科医師、外来/病棟看護師との連携等）

⑤患者に対する説明及び同意の取得の方法



・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ ○有・無 ）

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 213 件）、及び許可件数（ 213 件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有・無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ ○有・無 ）

・活動の主な内容：

各診療科からの下記確認事項（①～⑤）の申請に対し、未承認新規医薬品等評価委員会に使用の適

否、実施を認める条件等について意見聴取。その委員会の意見を踏まえ使用の適否判定を行い、診

療科長および病院長へ結果通知。使用後は、実施報告内容の確認を行う。

①患者の病態等を踏まえた既存医薬品等の限界・問題点

②当該未承認新規医薬品等と既存の医薬品等を比較した場合の優位性

（予測される有害事象の重篤性、頻度等の安全性等の観点を含む）

③未承認新規医薬品等の使用条件（使用する医師又は歯科医師の制限等）

④当該未承認新規医薬品等の使用に起因するものと疑われる有害事象の把握の方法

（血液検査の実施、調査票の配布等）

⑤患者に対する説明及び同意の取得の方法

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有・無 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ ○有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 968 件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 161 件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

すべての死亡事例、管理者が定める水準以上の事例の収集状況の確認と確認結果の管理者への報告

および職員への研修・指導

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ ○有（病院名：東京医科大学病院、国立国際医療研究センター

病院 ）・無）



・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ ○有（病院名：東京医科大学病院、国立国際医療研究

センター病院 ）・無）

・技術的助言の実施状況

※COVID-19 感染拡大防止のため、自己評価票と自己評価票に関する確認事項、質問事項のやり取りで

実施した。

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況
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⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

2020 年 7 月 16 日「外部監査委員会報告」

診療録の記載について、手術記録の完成率を上げるよう改善

2020 年 11 月 6 日「「個人情報保護に関する研修会」

個人情報保護について

2021 年 1 月 12 日「保険診療等に関する研修会」

令和元年度 特定共同指導（再指導）の指摘事項について

2021 年 2 月 18 日「安全管理に関する研修会」

高難度新規医療技術、未承認新規医薬品等、適応外医薬品等について

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

管理者

2020 年 10 月 15 日(木)

公益財団法人日本医療機能評価機構開催 「特定機能病院管理者研修」

医療安全管理責任者

2020 年 12 月 10 日(木)

公益財団法人日本医療機能評価機構開催 「特定機能病院管理者研修」



医薬品安全管理責任者

2020 年 10 月 15 日（木）

公益財団法人日本医療機能評価機構開催 「特定機能病院管理者研修」

医療機器管理責任者

2021 年 1月 17 日(日)

公益財団法人日本医療機能評価機構開催 「特定機能病院管理者研修」

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

2012年2月に日本医療機能評価機構における一般病院2(Ver.6.0)を受審後認定

2017年2月に日本医療機能評価機構における一般病院2(3rdG Ver.1.1)を受審後認定（現在継続中）

2022 年 6 月に特定機能病院に新たに設けられた一般病院 3(3rdG Ver.2)を受審予定

別途様式 8-3 にて計画提出

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

・評価を踏まえ講じた措置

（注）記載時点の状況を記載すること











規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

1.医師免許を有している者

2.医療安全管理業務の経験や、患者安全を第一に考える姿勢及び指導力を有

し、医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者

3.当院または当院以外の病院での組織管理経験、高度な医療を司る特定機能

病院の管理運営上必要な資質・能力を有している者

4.帝京大学の建学の精神を深く理解し、当院の理念である「患者そして家族

と共にあゆむ医療」を確実に実践できる者

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・ 公表の方法

病院ホームページ

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・○無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

2018年度 病院長選考委員会にて、任期を2019年4月1日～2022年3月31日と決定しており、2020年

度の選考会は行っていない。

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付

す）

選定理由 特別の関

係
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規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況

合議体の設置の有無 ○有・無

・合議体の主要な審議内容

病院の運営方針、中期計画、予算及び決算その他の病院の運営等

・審議の概要の従業者への周知状況

臨床科長会議等を通じてすべての部署へ説明している。

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・○無 ）

・公表の方法

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・○無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

冲永寛子 医師 常務理事

坂本哲也 ○ 医師 病院長

河野博隆 医師 診療担当副院長

澤村成史 医師 安全管理担当副院長

溝田 淳 医師 総務担当副院長

佐野圭二 医師 診療担当副院長補佐

上妻 謙 医師 安全管理担当副院長

補佐・医療機器安全

管理担当責任者

山本貴嗣 医師 総務担当副院長補佐

土谷明子 看護師 看護部長

安野伸浩 薬剤師 薬剤部長・医薬品安

全管理担当責任者

内山喜代志 放射線技師 中央放射線部技師長

和久正志 事務職員 事務長

稲垣宏治 事務職員 総務課長

小久保真 事務職員 医事課長

川村雅文〈オブザーバー〉 医師 医学部長

村松直樹〈オブザーバー〉 事務職員 内部監査室長



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・○無 ）
・ 公表の方法

・ 規程の主な内容

別紙 １４ 参照 （帝京大学医学部附属病院 病院長・副院長業務細則）

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割

別紙 １４ 参照 （帝京大学医学部附属病院 病院長・副院長業務細則）

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況

・院内研修として、マネジメントに関する職員研修会を計画的に実施している。
・外部研修にも積極的に参加している（特定機能病院管理者研修、医療安全管理者養成講習会
など）。

・特定機能病院管理者研修へ病院長が講師として参加。（2020年11月2日(月)・12月24日(木)）



別紙１４ 

 

帝京大学医学部附属病院 病院長・副院長業務細則 

 

（目的） 

第１条 この細則は、帝京大学医学部附属病院（以下、「当院」という。）における医療提供

の責任者である病院長が当院の管理運営に必要な指導力を発揮して医療安全等を確

保するために、病院長が有する権限を明確化することを目的とする。また、病院長を

サポートする副院長等の役割を明確化し、当院医療体制の質の向上に寄与することを

目的とする。 

 

（病院長の役割） 

第２条 病院長は、理事長から権限移譲を受け、以下の職務を執り行う。 

（１） 安全管理部、感染制御部など、院内最重要部門を直属の組織として管理する。 

（２） 副院長、副院長補佐を統括して病院運営を行う。 

（３） 病院内各種委員会の委員長を任命する。 

（４） 医学部准教授以上の臨床系教員の採用・昇任等に、病院長の立場で審議に加わる。 

（５） 病院の管理運営責任者として、医療機器購入の必要性や機器選定の検討を行う。 

 

（副院長の役割） 

第３条 副院長は、帝京大学医学部附属病院規程に基づき、以下の職務を執り行う。 

（１） 病院長の業務を補佐し、病院長不在にあたってはその業務を代行する。 

（２） 診療部門、安全管理部門、総務部門の３部門を分掌する。 

（３） 診療部門の担当副院長は、患者診療と患者支援を担当する。 

（４） 安全管理部門の担当副院長は、医療安全、倫理および施設設備管理を担当する。 

（５） 総務部門の担当副院長は、職員管理、教育研修および情報管理を担当する。 

（６） 病院長および副院長補佐と分担し、病院内の各種委員会を統括する。 

（７） 副院長補佐と分担し、関連する診療科ごとに安全管理業務を担当する。 

 

（副院長補佐の役割） 

第４条 副院長補佐は、帝京大学医学部附属病院規程に基づき、以下の職務を執り行う。 

（１） それぞれの担当副院長の業務を補佐し、副院長不在にあたってはその業務を代行

する。 

（２） 病院長および３名の副院長と分担し、病院内の各種委員会を統括する。 

（３） 副院長と分担し、関連する診療科ごとに安全管理業務を担当する。 

 

（雑則） 

第５条 この細則の改廃は、理事長の承認をもって決定する。 

 

（附則） 

 この細則は、２０１８年８月１５日から施行する。 



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況

監査委員会の設置状況 ○有・無

・監査委員会の開催状況：年 2 回

・活動の主な内容：

医療安全管理責任者、安全管理部、安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理

責任者等の業務の状況について附属病院の病院長等から報告を求め、現場を巡視し、必要に応じ

て自ら確認を行う。理事長又は病院長に対し、医療に係る安全管理についての是正措置を講ずる

よう意見を表明する。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ ○有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ ○有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ ○有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・○無 ）

・公表の方法：

病院ホームページに公表

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を

付す）

選定理由 利害関

係

委員の要件

該当状況

寺尾 壽夫 東京都医師国

保組合議員

脳神経内科医

師

○ ・医療に係る安全管理に関

する識見を有する者

・脳神経内科医師として医

療に造詣が深いため

有・○無 1

秦 奈峰子 太田・佐藤法律

事務所

弁護士・医師

・医療に係る安全管理及び

法律に関する識見を有する

者

・医師と弁護士の資格を持

ち医療と法律双方を理解さ

れているため

有・○無 1

森 唯章 当院の患者代

表

・医療を受ける者その他の

医療従事者以外の者

・当院に通院されている患

者を代表して

有・○無 2

川村 雅文 帝京大学医学

部長

・当院での臨床経験がある

中立的な評価ができる立場

にある者

・医学部を統括する者とし

て

○有 ・無 3

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者



2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他

規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容

理事会、監査委員会、監事、監査法人、内部監査室がそれぞれの視点で確認している。

今年度より、法人本部内に内部監査室を設置し、内部監査室長が病院運営会議にオブザーバー

参加することで、定期的に病院運営状況を確認できるようにしている。

・ 専門部署の設置の有無（ ○有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ ○有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 有・○無 ）

・ 公表の方法



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況

別紙 １５ 参照

・ 会議体の実施状況（ 年 ６ 回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・○無 ）（ 年 回 ）
※常務理事から理事会へ報告されている

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・○無 ）

・ 公表の方法

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

有・無

有・無

有・無

有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。





























規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ ○有・無 ）

・通報件数（年 ０ 件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ ○有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ ○有・無 ）

・周知の方法

電子カルテトップページからの閲覧、新入職員オリエンテーションでの通知、安全管理マニュア

ル院内感染対策要綱ポケット版を全職員に配布



(様式第 7)

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

1 果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有 ・無

・情報発信の方法、内容等の概要

○ホームページ・広報誌

各診療科の紹介や診療内容、特色、外来診療担当表等、患者に対し分かりやすく適切に表示してい

る。

○地域住民や患者に向けた公開講座の実施

年によって異なるが、年間最高で6回実施をしており、社会的にも話題になっている生活習慣病や心

臓疾患等、専門分野別にテーマを決め、各診療科の医師が病状や受診のタイミング等も分かりやす

く説明している。

○その他

各診療科、看護部等で地域住民や患者に対し、市民公開講座や体験講座等を実施している。（ナー

シングフェスタ、がん情報サロン等）

2 複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有 ・無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

○ＥＲ及び外傷センター

ＥＲは1次から2次までの疾患患者に対応し、その内外傷患者は外傷センターの医師が対応して

いる。また、同じフロアに3次救急に対応する救命救急センターが隣接しているので、救命救急

センター・ＥＲ・外傷センターの連携も緊密になっている。

全診療科に支援体制があり、24時間体制で該当科にコンサルト可能である。

○循環器センター

循環器内科、心臓血管外科との連携・協力体制で行っている。カテーテルによる大動脈弁に対

する人工弁の植え込みも可能であるが、循環器内科、心臓血管外科、麻酔科によるハートチー

ムを形成し更なる連携体制を整えている。

○静脈瘤センター

皮膚科・循環器内科・心臓血管外科との連携・協力体制で行っている。静脈瘤の有無や程度を

超音波で検査し、現状の評価と適切な治療の提案を行っている。

○スポーツ外傷・関節鏡センター

帝京大学スポーツ医科学センターとの連携や各関節の専門医・リハビリ医とも協力し、スポー

ツ活動の受傷前レベルへの早期復帰のため診療を行っている。

○周術期管理センター

外科系医師、看護師、麻酔科医師、コンサルト先診療科、歯科口腔外科、薬剤部、栄養部、リ

ハビリテーション部、ME部、事務部、医療システム部などがそれぞれの専門分野を生かし、患

者家族が周術期を乗り切るためのベストな環境を提供している。

○その他

集中治療部（ＧＩＣＵ）や帝京がんセンター等も複数の診療科と連携体制がある。

上記以外の専門診療センター



(様式第 8-3)

番 ２１－７５７ 号

令和 ３年１０月 ２日

厚生労働大臣 殿

学校法人 帝 京 大 学

開設者名 理事長 冲永 佳史

帝京大学医学部附属病院の第三者による評価を受審する計画について

標記について、次のとおり提出します。

記

1 受審予定である第三者評価

○1 公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価のうち、一般病院３による評価

2 Joint Commission Internationalが実施する、ＪＣＩ認証による評価

3 ISO 規格に基づく、ISO 9001 認証による評価

（注）上記のいずれかを選択し、番号に○を付けること。

2 第三者評価を受けるための予定措置

2012年2月に日本医療機能評価機構における一般病院2 (Ver.6.0)を受審後認定

2017年2月に日本医療機能評価機構における一般病院2（3rdG Ver.1.1）を受審後認定（現在継続

中）

2022 年 6 月に特定機能病院に新たに設けられた一般病院 3(3rdG Ver.2)を受審予定


